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オリックス生命におけるサステナビリティ

「サステナビリティの考え方」
　オリックス生命は、『想いを、心に響くカタチに。』との理念に基づき、「お客さまお一人おひとりの想いに共感し、心地よい距
離感で寄り添う存在」となり、「永きにわたり社会と人びとの安心に貢献」していくことを目指しています。人生100年時代の
到来に伴い、お客さまの生き方や価値観の多様化が進む中、人生におけるリスクの考え方もさまざまになってきています。大
きな変化を迎えているこのときに、お客さまお一人おひとりの人生に寄り添い、生命保険会社として何ができるのかを考え抜
き、具現化していくことは私たちの使命であり、持続可能な社会の実現に向けた取組みでもあると考えています。

　そこで、当社はこのようなサステナビリティの実現に向け、基本的な考え方を明文化した「サステナビリティ方針」を制定し、
優先的に取組むべき5つの「重要課題」を特定しました。この方針に基づき課題に取組んでいくことで、将来世代が生きる地
球環境・社会のサステナビリティの実現に貢献できると考えています。

　今後も事業活動を通じて、当社の持続的な企業価値の向上と社会課題の解決の両立を目指してまいります。

「サステナビリティ方針」
　『オリックス生命理念』に基づいた行動によって、社会課題の解決に貢献するという、当社のサステナビリティに関する基本
的な考え方です。

オリックス生命は、「オリックス生命理念」に基づき、
人生100年時代を生きるお客さまに寄り添い、

将来世代を含むすべての人々の安心に貢献し続けることで、
当社の持続的な企業価値の向上と社会課題の解決を目指します。

「重要課題」
　当社は、事業活動を通じて社会課題の解決に貢献するべく、5つの「重要課題」に重点をおいて各種取組みを進めてまいり
ます。

当社における重要課題 重要課題への取組み

人生100年時代を生きる
あらゆる世代の人々に向けて

保険事業を通じた
「安心」の提供

（1）	‌�「シンプルでわかりやすいこと」、「合理的な保障をお手頃な価格で提供すること」をコンセプトとして、人生100
年時代を生きるあらゆる層が抱える社会課題の解決に資する商品・サービスを開発する

（2）	‌�オムニチャネルの強みを活かして、お客さまのそれぞれのライフスタイルに応じたつながりの拡充を図り、最適な
商品・サービスをご提供することで、社会のセーフティネットとしての保険サービスの普及を目指す

（3）	‌�ご加入から保険金のお支払いまでのお客さま体験価値（CX）を重視した取組強化により、お客さま満足度の向上
を目指す

機関投資家として
責任投資の推進による
持続可能な社会の実現

（1）	ESGの観点を取り入れながら、リターンとインパクト（＊）の両立を企図した投融資プロセスを実行する
（2）	責任投資原則（PRI）の年次評価を踏まえた責任投資を推進する
（3）	座礁資産として影響を受けるような投資先に対し、ダイベストメント等を通じたリスク管理を徹底する
（4）	投融資ポートフォリオ全体でネット・ゼロ・エミッション達成を目指す

サステナビリティの推進に向けて

サステナビリティ方針と重要課題

持続的な企業価値の向上と社会課題の解決の両立を目指します

（＊）投融資により生み出される環境や社会への好影響
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当社における重要課題 重要課題への取組み

ビジネスパートナーとの
共存共栄関係の構築

（1）	全ての取引先企業と健全な関係を維持する
（2）	多様化するお客さまのニーズにお応えする商品・サービスを保険代理店へ提供する
（3）	保険代理店経営の発展に資する支援や、代理店募集人育成のための継続的な教育を行う

社員一人ひとりが
さまざまな状況に応じて
能力を最大限に発揮できる

環境の実現

（1）	‌�社員の価値観の多様化や、子育て、介護などの家庭事情との両立ニーズを踏まえた働き方の選択を可能にするた
め、人事制度や環境整備を推進する

（2）	‌�プロフェッショナル人材の確保・育成に向けて、管理職にならなくても専門性の向上を通じてキャリアアップを実
現することが可能な人事制度を推進する

（3）	職種、等級に求められる能力、スキルの習得に向けた教育体系を導入する

持続的な成長を支える
コーポレートガバナンスの

強化
（1）	健全性の確保と収益性の向上に向けて、資本・リターン・リスクを適切にコントロールする
（2）	適切なコンプライアンス態勢を構築し、誠実かつ公正で透明性の高い企業活動を遂行する

「重要課題の特定プロセス」

STEP1 社会課題の整理
◦‌�SDGsなどを参考に各ステーク
ホルダーが抱える社会課題をリ
ストアップ

STEP2 マテリアリティマップの作成
◦「ステークホルダーが抱える社会課
題の影響の範囲」と「当社事業との
関連性」の両軸から優先順位をつけ
て、マテリアリティマップを作成のう
え、「重要課題」を特定

STEP3 重要課題の決定
◦‌�特定した「重要課題」の内容につ
いて、経営会議で協議・決定し、
取締役会へ報告

「SDGsへの貢献」
「重要課題」に重点を置いて取組むことで、SDGs達成への貢献にもつながると考えています。
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資産運用を通じた主な取組み

手 法 概要・投資事例

テーマ型投資 リスク・リターンを考慮したうえで、社会課題の解決につながる持続可能性に関するテーマを持った
資産への投資を通じて持続可能な社会の実現に貢献するもの
✓ ‌�持続可能な社会の実現に貢献する再生可能エネルギー資産等を投資対象としたファンド等
✓ ‌�気候変動や環境問題への対応、社会インフラの整備等に貢献するグリーンボンド、サステナブル
ボンド等

✓ ‌�グリーンビルディング認証等を取得している環境性能の高い物件等を保有するファンド等

※写真はイメージです。

ネガティブスクリーニング 倫理的・社会的・環境的観点から、特定の資金用途や業種などを債券投資・融資の対象から除外する
もの
✓ ‌�非人道的兵器（クラスター爆弾、対人地雷、生物兵器、化学兵器）の製造企業等
✓ ‌�石炭火力発電を主とするプロジェクト等

インテグレーション 投資判断にあたり、投融資先企業等の財務情報のみならず、ESG等の非財務情報を考慮するもの

　生命保険会社の運用資産は、将来のお客さまへの保険金等の支払いを確実なものとするため、安定性・収益性・流動性に
留意するほか、多くのお客さまから拠出された資金の集積であることから、国民経済や生活向上に資する公共性の確保も求
められます。また生命保険契約は長期にわたるため、他の金融機関よりも長期間にわたって安定した運用収益を確保するこ
とが求められます。
　当社はこうした生命保険会社の資産運用の特性を踏まえるとともに、『サステナビリティ方針』に基づき、環境
（Environment）、社会（Social）、ガバナンス（Governance）の課題を反映した「ESG投資」に取組むことで、中長期的に収益
を確保することと、持続可能な社会の実現に貢献することとの両立を目指します。
　なお、当社は2022年にPRI署名機関となりました。当社はすべての資産運用においてESG要素を組み入れることを求める
責任投資原則（PRI）に準拠しています。

資産運用におけるサステナビリティの考え方
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「人材育成の考え方」
「専門性」と「プロフェッショナリズム」を兼ね備えた多様な人材による企業価値向上促進

　お客さまのライフスタイルや価値観が多様化する中、お客さまお一人おひとりの「想い」に寄り添い、オリックス生命らしい
価値を提供していくことで、お客さまからの信頼を得て、持続的な成長を実現していきたいと考えています。そこで、当社とし
ては、「オリックス生命理念（『想いを、心に響くカタチに。』）」を体現し、「お客さまからの期待を超える結果を出す」ことを「プロ
フェッショナリズム」と定義し、高い専門性と「プロフェッショナリズム」を兼ね備えた「プロフェッショナル集団」をつくるべく、積
極的・計画的に人材投資を行っています。

　人材投資にあたっては、「戦略的人材ポートフォリオ」の実現を目指し、当社の経営戦略および各部門の事業戦略を達成す
るために必要となる人材要件（質＜能力・専門性＞×数）を明確にしたうえで、人材マネジメントサイクル（採用、配置、教育、評
価・処遇）を一貫性をもって最大限効果的に運用することが重要と考えています。

　とりわけ「教育」については、「オリックス生命理念」の要素を社員の能力要件とし、教育体系（P23参照）を整備して、当社に
おける「プロフェッショナル人材」として不可欠な能力の強化を推し進めています。業務領域ごとの専門性向上のほか、プロ
フェッショナリズム発揮の起点となる「傾聴力」＝相手の話を「聴き」、共感する力、および「ファシリテーションスキル」＝熱量の
高い議論を促し、新しい価値を生み出していく力の強化が重要と考えており、これら2つのスキルを当社社員の「共通言語」と
して位置づけ、社内講師を養成して研修を展開しています。また、「教育」については、部下の能力・適性や価値観を把握し、そ
れぞれの成長を促進する上司の役割発揮が必須であることから、部下と対話し、適切にフィードバックを行うマネジメント力
の強化にも力を入れています。これらの教育を通じ、多様な人材の切磋琢磨により新しい価値を生み出し、お客さまに提供す
る組織的な基盤をつくっていきたいと考えています。

　また、DX化やビジネスの専門化・高度化が進む「人生100年時代」において、社員が「自分らしいキャリア」を築けるよう支
援することも重要です。この考えのもと、業務領域ごとのモデルキャリアパスを提示するほか、ジョブポスティングやキャリア
アップのための社外活動（兼業・副業）支援を行っています。併せて、上司が部下との間で定期的に「キャリア面談」を行い、部
下のキャリア形成を支援するほか、社内に「キャリア相談窓口」を設置し、キャリアコンサルティングの国家資格取得者が希望
者にアドバイスを行っています。

　以上の諸施策を一体的に展開することで、社員個々人の目標達成意欲、自己効力感、成長実感、キャリア展望を促進して、
社員エンゲージメントの向上を図っていきます。これにより、社員一人ひとりが今まで以上にお客さまに寄り添い、生命保険
ビジネスの「プロフェッショナル集団」として、お客さまの期待を超える商品・サービスを提供していく。これこそが私たちの使
命であり、持続可能な社会の実現に向けた重要な取組みでもあると考えています。

人的資本の強化に資する取組み

「健康経営の考え方」
社員が心身ともに健康で長く働き続けることができる健康経営の推進

　「オリックス生命理念」に基づき、お客さまに寄り添い、人々の安心に貢献し続けるためには、社員自身が健康であることが
重要です。社員が身体的に健康であるだけでなく、精神的な健康と活力も維持・増進できるよう、残業削減や有給休暇取得促
進はもちろん、メンタルヘルス不調者の予兆把握、ハラスメント防止、職場環境の維持・改善、育児・介護等の状況に応じた柔
軟な働き方の促進に力を入れています。また、グループ健康保険組合と連携し、健康相談体制の整備や各種検診費用補助等
のさまざまな取組みを推進するほか、当社独自でも外部カウンセラーとの連携を行い、社員の健康を支援しています。

人的資本の強化に資する取組みの全体像
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能力開発

企業価値向上プロフェッショナル人材の確保
採用

評価・処遇 配置

教育 戦略的人材ポートフォリオの実現

キャリア形成
支援

人材マネジメントサイクル

社員エンゲージメント向上


